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の状態により当然異なってくるものと考えられる。 したがって非常に短かい間隔 (2-15msec) の二
重刺激を Gla 線維に与えてつくったH波の回復曲線， すなわち促通曲線が上位中枢の活動を知る有
力な手がかりを与えてくれるのである。本研究はまず正常人と臨床的に純粋に近いと考えられる崖縮















刺激電極とし，膝寓部で刺激を加えながら足の背届を指標として 1 --1. 5cc ずつ 2--4 個所で総勝骨
神経のブロックを行なった。そして促通曲線の最大値が15%以上変動した場合，これを上昇または下
降と判定した。
1 )正常人(15名)。二重刺激の間隔 2 msec 以内では促通は認められない。条件一試験刺激の間隔
が 3 msec 以上になると促通が認められるようになる。そして 5 msec 前後の間隔の二重刺激で促
通は最大となり 70--801)'の値を示す。最大値が 100%を越える例や 50%以下の例はない。括抗筋神
経のプロカイドブロック後はほとんどが不変であり，上昇または下降したものもある。
2) 産縮群 (9 名)。内包付近の出血による産性麻庫患者で伸張反射が相動性発射を示すものであ







猫の脳幹切断，小脳前葉の吸引除去により， α 系， r 系の克進状態をつくり，それぞれの状態にお
ける促通曲線を明らかにする目的で動物実験を行なった。方法は2.5-- 3 kg の成熟猫を用い，エーテ
ノレ麻酔下で固定したのち種々の高さで脳幹切断を，また小脳前葉の吸引除去を加え，足関節は露出し
て針金で固定した。エーテノレ吸入後 2 時間以上経過してから内頼付近で後腔骨神経にM波出現の闘値
の強さの持続 0.4 msec 矩形波を 4 秒に 1 回与え， 矩]ÈJl:届筋と E止との間においた針電極より筋電図を
導出した。さらに T 固縮猫では総排骨神経切断前後の筋電図記録も行なった。
1) supracol1icular 切断猫。二重刺激の間隔 2 msec より促通がみられ， 最高は 200--800%にわた
る。刺激間隔が 5........6 msec になると促通曲線は下降し， 8...9 msec で100%以下となる口これを対
照群となる。
2) in tercollicular 切断，小脳前葉除去猫 (α 固縮猫)。促進曲線は対照猫にみられるものと同様の
傾向を示すが，やや大きい。
3) intercol1icular 切断猫 (r 固縮猫)。刺激間隔が 2--3 msec では対照とかわらないが，その後










4) 動物実験における促通曲線は対照猫および α 国縮猫では大きく ， r 国縮猫ではこれにくらべて小
さかっ 7こ O
5) r 回縮猫で括抗筋神経を切断すると刺激間隔 6 ,_, 8 msec の部分で促通曲線の上昇がみられた。
しかし対照猫のそれまでは高くならなかった口
6 )促進曲線の示す態度からは虚縮はシナプス前性抑制の脱抑制によると考えられ，一方固縮は T環
を介する T 活動の充進の存在のほか， Glb 線維ーからのインパノレスを中継する介在ニウロンや
Renshaw 細胞の興奮性の上昇などが同時に関与していると考えられる。
7) 促通曲線は従来の回復曲線とは全くその成立機転を異にし，前柱細胞の膜電位およびその変化の





とくにこれが α運動系， r 運動系活動を知るのに有効な指針となることを示唆したものである。促通
曲線が臨床的に充分応用しうる情報を与えることを示しており，有用な手段を明らかにした研究と考
えられる。
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